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⽬的 様々な系で遺伝⼦発現に摂動を与えた際に発現が変化する
遺伝⼦を同定する。

内容 RNAシークエンスで得られた⽣データをプロセッシングし、
有意に変化する遺伝⼦を同定する。

結果 コントロール群と⼀つの遺伝⼦発現をノックアウトした群
で遺伝⼦を網羅的に⽐較した結果、多くの遺伝⼦で発現変
動が⾒られた。今後、その中でも意義のある変動遺伝⼦を
実験により検証する。

利⽤した計算機 SQUID 汎⽤CPUノード
利⽤したソフトウェア fastp, bowtie2, STAR, subread, RSEM


